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現在、日本のメーカーは、研究開発予算の縮小や予算実行の凍結を行いながら研究開発の選択と集中を図っており、
研究開発部門には研究開発の成果が今まで以上に問われています。また、事業開発・商品開発部門では、依然として
上向かない景気状況やこれを受けての厳しい消費者の商品選別の目から、従来事業・商品の延長線上にはない、イノ
ベーティブなアイデアの創造が従来以上に求められています。

本セミナーでは、研究開発、事業・商品企画に携わっておられる部長・マネジャークラスの方々が、グループメン
バーの知恵と知識と発想を最大限に活用し、新事業・新商品アイデアを創造するためのチーム・ファシリテーション
の技法を習得することを目的とし、具体的には、下記の３つのポイントに絞った技法を紹介・部分的に体感頂きます。

① 事業・商品アイデアを発想するためのアイデア創造技法
②「売れて当たり前の商品を作り込む」ための価値設計技法
③ アイデアを集約し、チームで最高のアウトプットを出すための創造的ファシリテーション技法
また、皆様のご相談を個別に承るための「個別相談会」を、セミナーの最後に設けております。ぜひ、この機会を

ご活用頂ければ幸いです。
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アイデアを発想するためには、ただひたすら自由に考えようと気合をこめればいいというわけではありません。特に「チーム」と
して、創造的なアイデアを創出し続けるためには、一定の方法論やルールに基づいた思考が必要となります。ここでは第一に、「ア
イデア創造技法」について解説いたします。

更に、商品開発で大切なのは、生み出したアイデアと顧客にとっての価値を繋ぎきることです。それがあって初めて、自分たちの
押し売りではなく、放っておいても自然に売れる商品となるのです。ここでは商品機能から顧客価値に到る「売れて当たり前のロ
ジック」を作る「価値設計技法」について解説いたします。
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アイデアを出し、売れて当たり前のロジックを作りこみながら新製品を生み出していくには、第１部で解説したファシリテーショ
ンが大活躍します。

ここでは、誰もができる／誰もがすべきファシリテーションの第一歩として、議論をホワイトボードや模造紙に描いて、それを皆
で観ながら議論するスキル―「創造的ファシリテーション・グラフィック」のもたらすメリットとコツについてご紹介いたします。
解説に加え、実際の演習も織り交ぜ、明日からすぐに使えるスキルを実感して持ち帰っていただきます。

アイデア創造に関する課題を中心に、南雲、加藤の２名が個別にご相談を承る機会を設けます。今回の講演内容だけに限らず、研
究開発/事業・商品開発に関する組織や人材などについてもお気軽にご相談ください。

※当日のお申し込み受付とし、1社あたり最大30分、先着順に実施とし、順番までお待ち頂きますことをご容赦ください。

開発・企画チームでは、チームメンバー全員の知恵・能力を最大限に引き出し、それをまとめあげていくことが求められます。こ
のために近年注目されている「ファシリテーション」の考え方と、明日からすぐに実践できる話し合いの進め方およびチーム活動の
進め方について解説いたします。
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①弊社Webサイトの所定フォームからお申込いただくか、受講申込書をFAXにてお送りください。後日、受講者様宛に受講
票および請求書を郵送致します。尚、１週間経過しても請求書がお手元に届かない場合は、下記申込照会担当までご連絡下
さいますよう宜しくお願い致します。

②受講料金は必ずセミナー開催当日までにお振込いただきますようお願い申し上げます（振込手数料は貴社負担にてお願い
致します）。当日現金によるお支払いはお受けできません。原則として、領収書の発行は致しかねますのでご了承ください。

③お申込後の取消し・受講料の払い戻しはお受けできません。お申込者のご都合がつかない場合は、代理の方のご出席をお
願い致します。

④セミナー当日は受講証をご持参のうえ、受付にてご提示下さい。

⑤セミナー会場においては、ビデオ・カセット・ICレコーダー・MD等による撮影や録音は固くお断りします。
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